
利尻富士町教育大綱 

１ 利尻富士町教育大綱の位置づけ 

   利尻富士町教育大綱（以下「大綱」という。）は、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」第１条の３に基づき、本町の教育行政を推進するための指針となるもの

であり、まちづくりや教育の振興に関する基本的な方針及び講ずべき施策について示

した「利尻富士町まちづくり創造総合計画」（2018年度～2027年度）、「利尻富士町学

校教育推進計画」（2024 年度～2028 年度）、「利尻富士町生涯学習推進計画」（令和 3

年度～令和 12年度）、「利尻富士町子ども・子育て支援事業計画」（令和 2年度～令和

6年度）をもとに定めるものです。 

この大綱は、町長と教育委員会で構成する「総合教育会議」において協議、調整し

たうえで策定するものです。 

 

２ 大綱の実施期間 

   大綱の実施期間は、2024 年度～2026 年度までの３年間としますが、今後の社会情

勢等の動向等を踏まえ、適宜改定するものとします。 

 

３ 利尻富士町が目指す教育 

   近年の教育行政を取り巻く環境及び社会情勢が急激に変化する時代の中で、子供た

ち一人一人が自分の良さや可能性を認識するとともに、学習意欲や人権感覚を持ち、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人間性、健やかな体

を備え、主体的に考え行動できるよう、その資質・能力を育成することが求められて

います。 

   本町で育つ子供たちには、これらの社会情勢の変化に対応し、自らの未来を切り拓

いて生き抜いていくための基礎的な力を身に付けさせなければなりません。そのため

には、令和５年度より導入した小中一貫教育をより強化し、子供たち一人一人の可能

性を伸ばし、新しい時代に必要となる資質・能力の育成が不可欠となってきています。

学校、家庭、地域、関係機関が連携しながら、本町の未来を担う子供たちが、自然を

愛する豊かな心と高い知性をもち、新しい時代を切り拓くたくましい子供を育てる学

校教育の充実と、明日を担う心豊かな人づくりと文化を育むまちに向けた取組を推進

していきます。 

 

４ 具体的な基本指針 

１．子供たち一人一人の可能性を引き出す教育の推進 

２．学びの機会を保障し質を高める環境の確立 

３．地域との持続可能な教育の実現と生涯学習の充実 

 



基本指針１ 子供たち一人一人の可能性を引き出す教育の推進 

 

教育の役割は、子供たちが夢や希望を持ち、自分の未来を切り拓いて生き抜いてい

けるよう、基礎的・基本的な知識や技能等を確実に習得させ、思考力・判断力・表現

力や学習意欲の向上が図られる取組の実現が必要となります。 

このため、学校、家庭、地域、関係機関が連携・協働し、「確かな学力」「健康な体」

「豊かな心」を育み、子供たちが主体的に判断し行動できる「力」を育む教育を推進

します。 

 

 〇小中一貫教育や中高連携の強化により、一人一人の可能性を伸ばし、新しい時代に

必要となる資質・能力の育成を推進します。 

○少人数学級や複式学級の利点を活かし、個に応じた指導「個別最適な学び」と「協

働的な学び」の充実を図り、基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得させ、「主体

的な学び」を身に付ける教育を推進します。 

〇「生きる力」を支える体力・運動能力の向上を図るとともに、健康教育や食育指導

を推進します。 

○防災教育、ふるさと教育、キャリア教育など、地域の教育資源を活用した特色ある

教育活動により、豊かな人間性や社会性を育む教育を推進します。 

○児童生徒の特性・教育的ニーズに応じた、適切な指導や支援を行う特別支援教育を

推進します。 

 

 

基本指針２ 学びの機会を保障し質を高める環境の確立 

 

子供たちの健やかな成長を促すためには、安心して学べる場と安全な教育環境の整

備が重要です。 

 このため、町が有する教育施設や設備等をより効果的に活用するとともに、社会の

変化に対応した教育施設や設備を計画的に整備して、安心・安全で質の高い教育環境

の充実を図ります。 

 

○教育施設・設備の充実に努めるとともに、働き方改革を推進し、教職員がゆとりを

持って子供たちと向き合える環境を整備し、効果的・効率的な学校運営の充実を図

ります。 

〇ＩＣＴを効果的に活用した学習活動ができるようＧＩＧＡスクール構想に基づいた

環境整備に努めるとともに、教職員のスキルアップも含めた研修を通じて、授業改

革・業務改善につなげていきます。 

〇いじめや不登校など初期段階での積極的な認知や取組を重視し、関係機関やスクー

ルカウンセラーなどとの連携によるメンタルヘルスケアの充実を図ります。 

 



基本指針３ 地域との持続可能な教育の実現と生涯学習の充実 

 

町民が心豊かで生きがいのある生活を送るためには、趣味や教養、スポーツ、交流

活動など自己実現のための時間を持つとともに、生涯を通じて積極的に学び、その成

果を生かせる環境が必要です。 

 このため、町民一人一人が豊かに学び、文化やスポーツを楽しむ環境を整えるとと

もに、その活動や地域の担い手育成を支援するために、効果的な事業の推進に努めま

す。また、地域の教育力を活かした学校づくりをより一層推進します。 

 

○地域に根ざした芸術・文化活動を推進するために、活動への支援や担い手育成の場、

優れた芸術・文化に触れる機会を提供します。 

○郷土の歴史を伝える文化遺産の保全とともに、調査による掘り起こしや講座・展示

等の情報発信に努めます。 

○町民一人一人が健康で豊かな生活を営むための生涯スポーツを推進するために、活

動への支援や担い手育成の場を提供します。 

〇学校運営協議会を通じた学校支援活動の充実や部活動の地域移行など地域と学校と

のさらなる連携・協働に努めます。 

 


